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研究成果の概要（和文）： 
アイヌ民族は、白人種に似た風貌から、19〜20 世紀初頭のヨーロッパにおいて関心がも

たれ、おおくの研究者らが明治年間の北海道を訪れては器物を収集していった。かれらは、
同時に調査記録のみならず日記類や書簡類などの情報を残している。本研究では、かれら
が残した情報に注目する。そして、調査・収集という人間同士の交渉の現場で、アイヌの
人びとと欧米人研究者とのあいだにおこったできごとを描き出そうとする試みである。 
研究成果の概要（英文）： 

The Ainu are an indigenous people of Japan and European scientists had been 
interested in their features and culture because of the similarity of physical features 
between Caucasians and the Ainu.  Many scientists visited and collected Ainu 
materials from the late 19th century to the early 20th century.  Also huge numbers of 
documents like field notes, diaries and correspondences were left in European and 
American museums and archives.  We pay attention to what they wrote on the 
documents and analyze the contents to describe what had been happened between 
researchers and the Ainu at that time from practical viewpoints.   
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１．研究開始当初の背景 

アイヌ文化にかかわるさまざまな資料に
ついて、とくに民具類についてヨーロッパ、
北米、ロシアなど海外にある博物館に良好な
コレクションが保管されていることはすで
に知られていた。これらについては、1980
年代初頭から悉皆的な調査がおこなわれて

いて（たとえば在ヨーロッパ・コレクション
群については J.クライナー教授、在北米コレ
クション群については小谷凱宣教授、在ロシ
アコレクション群については荻原眞子教授
が中心となってチームを編成し、調査をおこ
なっている）、この経緯については、いくつ
かの報告書が刊行されており、それらをまと
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めたものとして「海外のアイヌ文化財：現状
と歴史」（小谷凱宣編 2004、南山大学人類学
研究所）がある。 

また、その成果をもとにした展示会なども
開催されている。たとえば、「海を渡ったア
イヌの工芸－英国人医師マンローのコレク
ションから」（2002 年、北海道開拓記念館ほ
か）、「ロシア民族学博物館のアイヌ資料展－
ロシアが見た島国の人びと」（2005 年、北海
道開拓記念館ほか）、「アイヌの工芸－ペンシ
ルベニア大学考古学人類学博物館ヒラーコ
レクション」（2008 年、旭川市博物館ほか）
など、（財）アイヌ文化振興・研究推進機構
が企画した展示会などをあげることができ
る。 

ところで、このような博物館資料をもとに
した調査・研究活動が目的としたところは、
おもに物質文化研究から見た過去のアイヌ
文化や社会の復元、つまり物質文化をもとに
した民族誌の記述であった。これは日本国内
の博物館にあるアイヌ民具コレクションに
は十分な付帯情報をもつものがすくないこ
と、さらに集められた年代も不明であるかあ
るいは比較的新しいものがほとんどである
ことから必然的に導かれた対抗的な研究課
題であった。 

在欧米の博物館が所蔵するアイヌコレク
ションは、民族学研究者や博物館関係者が収
集したものがおおい。かれらの収集記録も同
時に保存されており、資料に関するさまざま
な付帯情報を豊富なものとしている。さらに
収集年代も明治年間を中心とした年代のも
のがほとんどである。このことは世代間の技
術継承が生活のなかでおこなわれていた時
期に作成されたことを意味しており、製作技
術研究にとって良好な資料となりうるもの
である。 

さいわい、研究代表者もこうした海外調査
に参加することができたが、そこで考えたこ
とは、収集された「資料」とその民族誌研究
における「今後の活用」の意義もさることな
がら、それとはべつの「収集時点」のさまざ
まな「できごと」を物語る「情報」の活用で
あった。つまり、博物館が保存してきた、収
集者の記録類、写真類や日記、往復書簡など
がもつ「情報」を、個々の資料の「民族誌的」
付帯情報としてのみ活用するのではなく、個
人としての収集者とアイヌの人びとのあい
だにおこった資料の収集をめぐるさまざま
な「できごと」を読み解くための資料として
活用することであった。 

 
２．研究の目的 

このように、本研究課題はそれまでおこな
われてきた海外にあるアイヌ資料調査研究
を基礎にして、そこから派生する課題として
設定されている。 

日本が西洋近代を積極的に受容した明治
年間に起こったアイヌの人びとと外国人と
の出会いの場面において、社会・文化的背景
を異にしてきた人びとが、どのように出会い、
交渉し、互いの所有物や知識を譲渡し、ある
いは交換しあったのか。それをこれまで人類
学が用いてきた客観主義的あるいは規範的
概念によらずに描き出すことが本研究の目
的である。社会的背景をもつ人間の日常的行
動と相互のもつれ合いが考察の対象となる。 

取り上げる外国人は、なんらかの調査記録
や書簡類を残していることが条件であり、具
体的には、Ｒ.ヒチコック、Ｈ．ヒラー、Ｂ．
ライマン、Ｆ．スターらのアメリカ人、Ｎ．
Ｇ．マンロー、V.N. ヴァシーリエフら英国
やロシアからの来道者らが対象となる。また、
出会いは調査や旅行先だけではないことに
も注意する。すなわち同時期におこなわれた
博覧会を「できごと」の場としてとらえる。
これによりアイヌの人びとが参加したふた
つの万国博覧会も対象となる。 

さらに、小谷部全一郎や J.バチェラーなど、
出会いを仲介していた人物にも、エージェン
トとしての役割という点から接近を試みた
い。従来の研究では、アイヌと調査者・資料
の収集者という二項対立という枠組みで捉
えてきたが、これでは出会いの場面で双方を
いききした仲介者の役割を見失っていたと
考えられるからである。 

本研究をおこなうことで、アイヌ民族とそ
の文化の研究において、新しい方向性を模索
できるのではないかと考えている。 

 
３．研究の方法 

本研究は、(1)基礎的史料の整備と、それを
もちいた(2)分析的な研究にわかれる。 

(1) 本研究が分析の対象とする基礎的な史
料は、研究者や資料収集関係者により残され
た調査記録、日記、書簡、論文草稿および写
真類などであるが、これらは海外の博物館、
文書館、図書館などに保管されている。また、
印刷物としてすでに公開されているものは
きわめてすくない。 

そこで、こうした史料の調査、複写をおこ
ない、関係者がより利用しやすい状況におく
ことが本研究の出発点となるため、現地にお
いて調査をおこなう必要がある。 

史料はペン書き、鉛筆書きのものがおおく、
文字が薄れているため、コピーでは判読でき
ないものがおおい。また、経年変化により紙
媒体そのものが劣化している場合もある。よ
って、より写実性があり保存性もあるデジタ
ル複写を、現地においておこなった。 

(2) つぎに、デジタル複写を素材として、
判読、翻刻（筆記体文字をタイプする）作業
は、各研究者が国内でおこなった。難解文字
もあり、再度原典に当たったものもある。 



 

 

こうして得られた一次史料をもとに、人び
との「出会い」とそこでの「できごと」につ
いて、読み取っていき、社会的背景をもつ人
間の日常的行動と相互のもつれあいが考察
の対象となる。そこに現れる誤解、不満、葛
藤、合意、認識の揺らぎなどをまず抽出する
ことになる。ここでの作業において人類学的
実践論が有効なアプローチ方法と考えてい
るが、メンバーに強要はしていない。 

(3) 調査をおこなった機関などについては
次のとおりである。 

① フレデリック・スターおよびセントル
イス万国博覧会にかんする史料 

シカゴ大学図書館・フィールド自然史博物
館（イリノイ州）・ワシントン州立大学博物
館・ワシントン州立大学図書館・オレゴン大
学図書館、オレゴン大学美術館・カリフォル
ニア大学バークレー校図書館 

② ベンジャミン・ライマンにかんする史
料 

マサチューセッツ州立大学図書館・スミソ
ニアン協会文書館（ワシントン,D.C.）・アメ
リカ哲学協会文書館（ペンシルベニア州） 

③ ロミン・ヒチコックにかんする史料 
スミソニアン協会文書館・国立自然史博物

館（ともにワシントン,D.C.） 
④ スチュアート・キュリンにかんする史

料 
ブルックリン美術館（ニューヨーク州）・

ペンシルベニア大学附属考古学人類学博物
館文書館 

⑤ ハイラム・ヒラーにかんする史料 
ペンシルベニア大学附属考古学人類学博

物館文書館 
⑥ チャールズ・ロングフェローにかんす

る史料 
ロングフェローハウス（マサチューセッツ

州） 
⑦ ニール・ゴードン・マンローにかんす

る史料 
王立人類学協会（RAI）・国立スコットラン

ド博物館・大英博物館 
⑧ ヴィクトル・ニコラエヴィッチ・ヴァ

シーリエフにかんする史料 
ロシア国立民族学博物館（サンクト・ペテ

ルブルグ）・ロシア極東科学アカデミー研究
所（ウラジオストク） 

⑨ 日英博覧会にかんする史料 
王立人類学協会（RAI）・大英博物館 

 
４．研究成果 

海外の博物館が所蔵するアイヌ文化資料
に関連するさまざまな記録類について、デジ
タル撮影できたことを、まず成果としてあげ
ておきたい。さきにふれたように、これらが
記録されている紙媒体は、非常に脆弱なもの
もあり、資料保存上からもデジタル撮影でき

たことは幸運であった。 
保管されていた史料の量は、想定以上であ

り、研究などで公表したものはその一部に過
ぎない。現在、それぞれがリスト作成、概要
の記載にむけ作業中であり、これは研究期間
を越えるが、なんらかの方法で公開すべきだ
と考えている。 

集められた史料をもとにした研究は、翻刻
作業に手間取り、十分な成果を上げたとはい
いがたい。それでも、スター、ライマン、マ
ンロー、ヴァシーリエフについては、これま
でより踏み込んだ議論ができた（発表論文等
参照）。また、セントルイス万国博覧会、日
英博覧会でのできごとについては、関係者を
含めた一般向け講演会というかたちで、成果
の一部ではあるが還元できた。また、ヒチコ
ックが収集した資料や写真についても、撮影
地である斜里において、一般向けの普及活動
をおこなうことができた。 

ドイツのライプチッヒ民族学博物館所蔵
資料については、（財）アイヌ文化振興・研
究推進機構の展示会と重なったため、成果の
一部を展示会および図録というかたちで公
開することができた。 

今後、本研究はここで終了するのではなく、
集められた史料のさらなる分析・研究と公表
は、継続しておこなっていく必要があると考
えている。デジタル撮影された史料について
は、いまのところ研究チームのみの許可申請
を得ている。今後、これらの活用にむけて、
翻刻、翻訳、出版は考えていくが、同時に、
デジタル記憶媒体の保管・活用についても、
オリジナル史料の所有者と協議していく必
要がある。 
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